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ニーズ調査票修正事項詳細 

 

１ 就学前児童の保護者宛の調査票＿前回調査票からの削除・修正点 

⑴  問２設問文 

  多子世帯については、末子をあて名に対象を抽出しているため、末子の生年月日の記載を削除 

⑵  子育て環境について一部設問削除、選択肢追加 

削除箇所 ：前回調査票 問９ 相談の頻度、問 10 相談の内容について 

選択肢追加：問 9‐1 最初の選択肢に①配偶者（パートナー）を追加 

⑶ 問 11 選択肢①②の文言修正 

前回調査票：「産休・育休・介護休業中ではない」 

修正後：「産休・育休・介護などで休業中ではない」に変更 

  ※休職理由の多様化に対応 

⑷ 問 14-1、問 15 選択肢の文言修正 

前回調査票：①幼稚園（通常の就園時間の利用） 

      ②幼稚園の預かり保育 

⑥区立・私立保育室、認証保育所 

修正後：①区立幼稚園（通常の就園時間の利用） 

    ②私立幼稚園（通常の就園時間の利用） 

③幼稚園［区立・私立］の預かり保育 

⑦区立保育室、認証保育所 

  ※①～③幼稚園について区立・私立の区分を追加（以降番号繰り下げ） 

※⑦私立保育室閉所のため 

⑸ 問 15 設問内容修正 

   幼児教育。保育の無償化に伴うニーズ量の変化を確認する箇所を削除 

⑹ 教育・保育事業を利用したい場所についての設問を削除 

  前回調査票：問 17-3 

⑺ 問 16 選択肢の文言修正 

前回調査票：③ひがし健康プラザや中央図書館で実施している子育てひろば  

修正後：③ひがし健康プラザや中央図書館、総合ケアコミュニティ・せせらぎで実施してい

る子育てひろば 

 ⑻ 問 18 設問および設問選択肢の文言修正 

前回調査票：設問：～省略～ Ａ～Ｃのそれぞれについて、「はい」「いいえ」のいずれかに

○をつけてください。 
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④ひよこママの時間 

⑥子ども家庭支援センター 

      ⑦子ども発達相談センター  

修正後：設問：～省略～Ａ～Ｃのそれぞれについて、「はい」「いいえ」のいずれかに○をつけ

てください。（Ａで「いいえ」を選択した場合は、Ｂ，Ｃの回答は不要です。） 

      ④赤ちゃんショートステイ 

⑥子ども家庭支援センター（子育てネウボラ内） 

⑦子ども発達相談センター（子育てネウボラ内） 

 ⑼ 病気の際の対応／不定期の教育・保育事業や宿泊を伴う一時預かり等における設問の削除 

前回調査票：問 23-3、問 25-1 利用したい事業形態に関する設問 

      問 26-1 親族・知人に見てもらった場合の困難度に関する設問 

 ⑽ 育児休業や短時間勤務制度など職場の両立支援制度についての設問の削除 

前回調査票：問 31-1 育児休業給付や保険料免除の認知度 

問 31-2 育児休業取得希望に関する設問 

      問 31-5 育児休業後の実際の職場復帰の時期に関する設問 

 ⑾ 職場復帰の時期・取得期間・希望の取得期間に関する設問の修正 

前回調査票：問 31-4 「１.育児休業取得後、職場に復帰した」と回答した方にうかがいま

す。お子さんが何歳何ヶ月のときに職場復帰しましたか。また、育児

休業から職場に復帰したのは、年度初めの保育所入所に合わせたそ

れはどのタイミングでしたか。あるいはそれ以外でしたか。実際の

取得期間、希望の取得期間 

修正後：問 29-3 お子さんが何歳何ヶ月のときに職場復帰しましたか。また、それはどの

タイミングでしたか。実際の取得期間、希望の取得期間 

 ⑿ 子育て環境に関する設問および選択肢の修正 

前回調査票：問 33 居住地として渋谷区を選んだ理由について当てはまる番号１つに○を

つけて下さい 

修正後：問 31 居住地として渋谷区を選んだ、または続けて居住している理由について当

てはまる番号１つに○をつけて下さい。 

選択肢に⑤地域の子育て世帯に対する理解・サポートが充実しているため

を追加 

 ⒀ 子育て関連情報の入手について選択肢の文言修正 

前回調査票：問 37，問 38 ④ＳＮＳ（Twitter、Facebook） 

修正後：問 35、問 36 ④ＳＮＳ（X（旧 Twitter）、Facebook） 

⒁ ネウボラ開設前のニーズ調査項目を削除 
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前回調査票：問 39 渋谷区子育てネウボラに期待する機能や役割について 

 

 

２ 追加設問案 

⑴  相談相手を確認する設問の前に相談の有無を確認する設問を追加 

問８ あて名のお子さんの子育て（教育を含む）をする上で、誰かに聞いてみたいこと、相

談したいことは、ありますか。ある場合はどのようなことですか。 

 

⑵  勤務形態についての設問追加 

問 11⁻3 現在の就労先での勤務形態についてお答えください。 

問 13-2 就労した場合に、希望する勤務形態についてお答えください。 

①在宅勤務／テレワークの環境はない（利用不可） 

②在宅勤務／テレワークの環境が整っている（限定的に利用可能） 

③在宅勤務／テレワークの環境が整っている（希望すれば常に利用可能） 

④完全在宅勤務／テレワークである 

⑤その他（  ） 

 

⑶  誰でも通園制度に向けたニーズ量を把握する設問を追加 

問 15-1 （現在利用している・いないに関わらず「定期的に」利用したいと考える事業に

ついて）希望としてはどのくらい利用したいですか 

問 15-2 利用したい理由について伺います。主な理由として当てはまる番号すべてに〇

をつけてください。 

       

⑷  出産前後の離職・転職の状況について設問を追加 

問 29-6 お子さんの出産前後に、離職・転職をした方に伺います。就労を継続しなかった

（できなかった）理由について、次の中から、あなたのお考えにもっとも近い答えの番号１

つに○をつけてください。 

①保育事業が確実に利用できる見込みが確保できなかった 

②代替要員の確保など、育児休業・介護休業制度を利用できる職場環境ではなかった 

③職場において在宅勤務やフレックスタイム制度、短時間勤務制度など、柔軟な勤務制度が

整っていなかった 

④家族の考え方（親族の理解が得られない）等、就労を継続する環境が整っていなかった 

⑤妊娠、出産を機にやめるつもりでいた 

⑥妊娠・出産等には関わらず離職・転職を予定していた 

⑦その他（            ） 

 

⑸  手続きのオンライン化推進にあたっての設問を追加 

問 37 渋谷区では ICT を活用した 非来庁型サービスの推進をしています。 
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あなたは次の子育て関連の手続きについて、オンラインでの申請ができることを知って

いますか。または利用したことがありますか 

問 37-1 オンライン申請可能な手続きについて、「２ 知っているが利用しなかった／利用した

くない」を選択した方に伺います。郵送・窓口で申請手続きをした理由に当てはまる番号すべ

てに〇をつけてください。 


